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　　　村　上　　忠
と渦歌星雲
?
　涼しさを追ふ夏の夜のぞS’ろ歩きに興趣を添へるものとして，水邊に飛び
交ふ螢の群と共に，み室にきらめく美はしい星々を忘れることは出來まい・
わけても人の魂を欝かに永遠の歴史と無限の室聞とに馳せしむる天の河の白
くさえ渡る姿こそは，厚くことの出來ない景物と云はねばならない・その意
味に立てこ曳に早めて銀河と組歌星雲とに就いて考へることも，全然今の痴
者の心とかけ離れた仕業ではなからふと思ふ
　　　　　　　　　　「ハ1シェル・カプタインの宇劇
　馬蹄線の端から端に室のかけ橋の檬に．白く浮き上って光ってみる天の河
は，クツキリした輪廓は持ってるないけれど大腿に於て傍耳歌をなし，天球
を取り巻く赤道の如きものであることは少し注意して槻察すれば容易に理解
出來ることである．この天の河が宇宙構造の重要なる骨子を成すものである
ことに，最初に着眼したのは御存じのウィリアム。ハ1シェルであって，そ
の子ジョン・ハ1シェルがその後の研究に依って父の考へを確めたのである．
少し注意して室を眺めまわしてみると，明るい輝星に就いては左程でもない
が，光の弱い微光星は銀河に近い方向に行くに從って多く，断然銀河附近に
密集して居ることに氣付くのである．このことが宇宙論の思ひ附きの磯端で
ある．若し星の實光度即ちその放つ光の張さに差異がないとすれば，星の明
徴の差は輩に距離の差異に依ると老へられる．實際に於ては星の實光度は均
一一　一一ﾅ無い爲め，實光度と距離と云ふ二つの因子が錯綜して問題を複雑化して
はみるが，兎に講親の距離が推定されると宇宙の構造が制って來ることにな
る．斯ふしてハ1シェルは星の存在する室間は銀河の方向に深くそれに直角
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の方向に労いものとして，初めて宇宙の形に就いての概念を我々に植えつけ
てくれた次第である．
　太陽は必ずしもこの銀河宇宙の中心と自負し得ないまでも野々中央に存す
ると考へられ，その後のシーア1ス，フアンライン等でも大膿太陽は銀河面
に位するものであると思惟した．カプタインはハーシェル父子が行った仕事
を，その百年の後もつと近代的一方針のもとに繰返して行ひハ1シェル宇宙を
確立したのである．
　　　　　　　　　　　　「銀河系の大きさと構造i
　然し乍らその後の研究に依ってハ1シェル・カプタイン宇宙には相通の修
｝i三が加えられることになった．銀河系の中心は決して太陽附近には無く数萬
光年も距って居り，肉眼で見えてみるやうな恒星は銀河宇宙内の局所的望診
を成してみるものであることが判った．シヤフレ1はこれを地方星系1・ocaI
Systemと呼んだ．從って星が銀河面に密集する傾向を示してみると思った
のは，實は地方星系が扁李な形をして居りその面が銀河而と略々一致してみ
た爲にそう見えたのに過ぎなかった，地方星系のZls面は銀河而と約12度の傾
きを爲し，太陽は銀河面の北方約100光年の所に在る．又銀河系の直穫は約
22萬’光年と推定されるに至った，銀河系の中心は蛇遣ひ座及蜴座附近の：方向
約37000光年の所にある．又銀河系の廻傳の研究から軍力とその遠心力との
．’h衡を考へることに依って銀河系の全質量も算定し得るに至った．銀河系の
廻縛は既に1913年にボアンカレに依って理論的に説かれたものであるが，そ
の後ウ1ルト，プラスケット，リンドブラツト等に依って槻測的に明らかに
され，太陽系の血膿や：　f’1星輪の廻樽と同様に中心に近い程速く外廓程邊いこ
とが分つk．太陽附近での廻鯨週期は2億3000萬年位で，直線速度毎秒約400
秤と云ふことになる．
　　　　　　　　　　　　　渦歌星雲の研究
　所で銀河系宇宙論にとって獅子身中の虫となった一一實は獅子身外の虫で
あったが一ものは渦欣星雲であった．（一・般に云へば超銀河星雲と呼ぶべ
きものであるが．こSには渦敢星雲と呼んで同種の他の平門の星雲も含めて
考へておく．）この渦状星雲を調べてみると種々の攣光星があり特に所謂セブ
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エイド攣光星が規則IEしく清長して居り，時折りは新星の出現があり，球朕
星團やその他の天罷もあり，見れば見る程此の世一一銀河宇宙一の態と似
た所があると云ふのでどうも氣になって仕檬がなV・．その矢先，例のセブエ
イド攣光星の週期・實光度關係から渦歌星雲の距離が判明するに至って愈々
これ等は別個の宇宙であることが疑ひ無い所となった．最も近いものが三角
座のM33で85萬光年，次がアンドロメダ座のM31で90萬光年と云った具
合で，次々と分って行き，從って硯直径からその大きさも分る様になった．
例へばアンドロメダ座の大星雲は望遠鏡で襯た時より鴇貫に撮るとウンと廣
く績がつて居り，云為時間が永い旧記がつて回る傾向があるが，その直径は
大きく見て約10萬光年と云ふ所である．又これが約2億年で1廻鈍することか
ら銀河宇宙と同様に計算して太陽の約35億倍の質量となる．他の質量の分っ
てるる幾つかの渦1伏星雲から推定するとZF均して二二星雲の質量は太陽の
20億倍三二である．但し渦歌星雲はこれだけの恒星から成ってみると云ふわ
けではない．現にアンドロメダ座の星雲でも中心部は一つ一つの星に分れて
見えないで，どんなに横大してみても星雲坦こに見えるから未だ恒星として誕
生してはみないものと思はれる．だから恒星になったら20億個の太陽となり
得るだけの質量があると云ふことになる，
　此等の渦扶星雲の総数は世界最強力の望遠鏡（EPIOO吋反射鏡）で知り得る
もの200萬個と記せられ，これが大詔等距離に分布して居り，各々の間隔は
李均して200萬光年である．但し例外的に一部に密集した所もあり，斯の髪一
乙女星雲團Coma－Virgo　Star　Cloudの如きは，太陽から約1000萬光年の彼方
に於て，銀河系の激倍位の容積内に300個程の渦歌星雲が含まれてみるので
ある．我が銀河系もM31やM33などと一つの星雲團を成すものであるら
しv・．活躍近きにありと報ぜらるk200吋反射鏡に依れば約1600萬個の渦歌
星雲を観測し得る勘定になる．
　　　　　　　　　　　　颪河系と渦歌星藝
　斯くして現在の天文學は多激の渦歌星雲の集園としての宇宙を認め，相封
律理論に依って自閉球欣宇宙の直径と全質量までも計られるに至ったのであ
る．その上宇宙膨脹詮の所論などに一致させるためには，どうしても我が銀
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河系を輩なる渦歌星雲の一一fiと見徹し，あらゆる他の渦状星雲と兄弟分の交
際を旧いなければならないのである・
　然し乍ら一方，我々の槻測と理論が我々に教える所はどうであらうか／t
既に前に述べた様に我が銀河宇宙の直下20数萬光年であるに肥して，アンド
・メダ座の星雲は直径10萬光年，又質量にしても銀河系は太陽の600億倍な
るに勤して約30億倍だから約20分の1である．他の渦歌星雲について知られ
てみることも大罪同様で，例へばNr，　G．　C．4，．　94は太陽の20億倍，　N．　G・（∴
3115は9億倍と云った程度である．どう贔負眼に見てもこれでは兄弟分だと
は云へまい．エツヂイントンも批4）黙に就いて苦しい云ひ繹をしてみる…一
膨脹する宇宙一一一
　　L謙遜の徳についての教訓は屡々天文學の世界にも齎らされ，我々は殆ん
　ど自磯回に，我が銀河系は別に特に優れたものではない……即ち自然界の
　設計中に於て他の無藪の島なる銀河系に比して特に重要なものではないと
　云ふ見解を取る6のである、然し天文學．Itの観測は未だこれを認めるに至
　らない．現在の渦歌星雲についての測定に從へば，我が銀河系と外見上は
　よく似てみるが大きさは一一一一段と小さいものである．だから渦歌星雲が島な
　ら我が銀河系は大陸だと云はれたことがある．私は自分達が宇宙の中の貴
族的地位にあると思ふことは却っていやに感ずるから，前述の謙遜は却つ
　て申庸を得た誇とさへ感ずる様になると思ふ．地球は木星ほど巨大ではな
　いが一方小遊星の様な小さい屑でもなく∫度中級の遊星である．太陽は亦
　カペラの様な宜星ではないが最低級のものよりは可成り圖抜けだ中級の恒
　星である．同様に我々が偶々全く例外白疋ヲの銀河系に屡してみると考へるの
　は聞違つ7c’考へであらう．素直に云へば私にはどうしてもそうは信じられ
　ない．だとしたら飴りにひどい偶然だ．私は思ふに銀河系と他の渦状星雲
　との大きさの關係は今後の観測的研究によってもっとはっきりさせられる
　ことであり，結局は我が銀河系と匹敵し又はそれ以上の大きさを持つた多
　くの渦歌星雲が二見されるに到ることであらふ．所で此の問題は唯今から
論じようとずる問題には停り重大；な影響の無いことである．だから假ρに
我々が特に優れた地位にあるとしてもやたらに威張らないで置くことにし
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　よう．’1
　成る程今後の観測的研究に依って前述の三値的の差別が取除かれるかも女i｛
れなV・けれども，現在の三態としては決して三一置してい、問題とは考へられ
ない．三三の研究方法が安當であったとしたならば，その儘では今後も決し
て銀河系と同様又はそれ以上の大きさの渦状星雲は獲見される見込みはない
筈である．髪℃女星雲團の如き銀河系の5乃至10倍容積内に300個も含まれ
てみると云ふのであってみれば，粗互間にも相當の聞隔を保ってるることで
あらうから，一・つ一一つの渦歌星雲は可成り小さいものと云はざるを得ない．
これでも兄弟と云へようか．丁丁としても尚不釣合な位に大，J、の懸隔がある
ではないか．此の黒占に關しては誰もはっきり論述しないで言葉を濁してみる
様に思はれて，割り切れない三物が心の底に淺されて行くのを覚える．これ
は，今や殆んど完成されたかと思はれる科學的宇宙観に於ける一一つの病東で
ある．これをその儘にして安閑として居るわけには行かない．私は出來るだ
け速やかにこの数値的懸隔が「欠の二つの解決の何れへかに結着することを希
求して已まない．
　その第一は現在の距離算定のJV，tr2の誤のが摘出されて，渦歌星＾の大きさ
が我が銀河系と同程度に算出され・ることである．例へば室間吸牧物質に就い
て詳しい研究をなして，星雲の距離がもっと遠く，星雲がもっと明るいもの
であることが分ればV賎．若しくは何等かの新局面が展開されて距離算定に
大修正が施されるかである．爲翼に撮った星雲の振がりが露出下聞に依って
攣ることは外廓部が實はもっと摘がつてみるものであることを暗示する．兎
に角直径の方はどうにかなりそうだが，質：量の方は早急にうまく行きそうに
もない
　その第二は我が銀河系がし回りに特に優れた地位　iにあるのではなくて，確
率：論的三期を裏切って實にし偶然コにも特大の渦状星雲であったことが明らか
にされることである．若しそうなったならば，宇宙観の三二と共に一段又一
段と自己中心的偏見を剥取られて行った我々は，途に我が銀河系が特別製の
大渦状星雲であったと云ふ一線に於て，自己の優位感を満足することが出來
るであらう・（1937，W22）
